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■授業のテーマ �
ソーシャルワーカーの実践力の向上に必要とされるソーシャルワーク理論

■授業の目的 �
ソーシャルワークの実践理論・モデルと実務・実践活動を結び付け、理論・モデルに基づく対象把握、実践を行え

るようにさせる。

■授業の到達目標 �
・ 3 つの対象レベル（個人・組織・地域）において、ソーシャルワークの実践理論に基づき、対象の統合的な理解・

把握、アセスメントができる。
・ソーシャルワークの理論モデルと結び付けて、自身の実践の計画・振り返り・改善を行う。
・エコマップ等、視覚でとらえ、説明し相手にも理解させるカンファレンス等で使えるためのツールを身につける。
・自らの実践を説明し、相手の理解が得られるよう、実践の言語化等に関連するスキル等を身につける。

■授業の概要 �
ソーシャルワークの実践力の向上と人材育成は一体的であり、一般的な「福祉教育」、教育機関による専門教育、

実践現場での研修やスーパービジョンなどは、理論と実践の統合のうえで、重層的に行われている。また、今日のわ
が国においては、ソーシャルワークへの期待が新たな分野にも広がりを見せており、それらの領域でのソーシャル
ワークの展開が求められている。本授業では、履修者それぞれが自身の関心分野・領域を定め、それについてのソー
シャルワークの文献等の調査を行い、実践力の向上と人材育成に焦点を当て、その歴史的経緯を検討するなどを通し
て、ソーシャルワーク実践の課題を考察する。さらに、ソーシャルワーク理論やその価値とするところを確認し、実
践上の現状とその課題を検討する。検討の枠組みとしては、ソーシャルワークの実践力の向上と人材育成の実践に関
連する知識・技術の基盤となる自我心理学理学、認知・行動理論やエコシステム論など、ソーシャルワークの主要理
論の適用などを検討する。また、ジェネラリスト・ソーシャルワークの理解を踏まえて、ミクロ・メゾ・マクロの各
視点からのソーシャルワーク実践の理解を深め、価値を生み出すキーワードとして、社会構成主義の観点を取り上げ、
実践を批判的に分析することを行う。

■在宅学修 �
（ 1 ）レポート課題

課題 1
ソーシャルワーク実践理論の理解がソーシャルワーカーの実践
力の向上にどのようにつながるかを踏まえて、ソーシャルワーク
実践の課題を考察する。

【提出期限】
□ 対面授業 1 週間前まで
□ 対面授業前日まで
□ その他
　 （　　　　　　　　　）

課題 2
（事後課題）

ソーシャルワークの理論とその実践における課題、実践上のジレ
ンマ（実践目標となる価値の実現と倫理的葛藤、ジレンマへの
対応を含めて）について考察する。

【提出期限】
□ 対面授業後 １ヶ月以内
□ 受講年度の最終レポート受付日まで
□ その他
　 （　　　　　　　　　）

【要確認】在宅での印刷教材等による学修の報告となる「レポート課題」の他に、オンデマンドを含むスクーリング
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では「スクーリング事前課題」「スクーリング事後課題」が設けられています。スクーリング課題（予習・復習）がレ
ポート課題 1 ・ 2 に相当する場合、それとは別に設けられている場合があります。この後に記載のスクーリングの項
の各課題についても確認してください。

（ 2 ）アドバイス
　　　　　　授業の到達目標、概要などを読んで、レポートで取り組む内容をできるだけ絞ることが大切です（広

すぎると与えられた文字数では、教科書レベルの内容をまとめただけになってしまいます）。また、大
学から送られてくる文献だけでは求められるレポートの質に到達することが困難であることもあり、自

身の関心に従ってレポート課題（テーマ）に関する文献を探し出す努力が必要です。大学からの文献は、そのための
ガイドとして考えてください。

　　　　　　目標は、ソーシャルワーカーの実践力の向上とその実践現場（環境）についての検討・分析力を高め
ることにあるため、それを意識して、ソーシャルワークの価値・倫理・理論・知識・技術（方法）につ
いての具体的な理解を目指してください。ソーシャルワーク実践における理論と実践の統合、そのうえ

での多様な葛藤、ジレンマなどについて、実際に実践・事例を検討・分析することを念頭に選んでください。

（ 3 ）在宅学修15のポイント

学修のテーマ 学修内容（・キーワード） 学びのポイント
1 ソーシャルワークおよび実

践研究の基本的考え方
質 的 研 究、 量 的 研 究、 文 献 調
査、参 加観察、面接、アンケー
ト、フィールドワーク、エスノグラ
フィー、研究倫理

ソーシャルワークにおける様々な研究方法があるこ
と、研究倫理の遵守が必須であることを理解する。
社会福祉研究論文の幾つかを読み、研究論文の例
として参考にする。

2 ソーシャルワークの全体像
の理解：価値と倫理

ソーシャルワークにおける価値と倫
理

ソーシャルワークが目指す価値とその実現を目指す
うえでの実践上の倫理的課題について考察する。

3 ソーシャルワーク実践理論
の全体像の把握と確認①

エコシステム理論 生態学的視点とシステム論について調べる。

4 ソーシャルワーク実践理論
の全体像の把握と確認②

ジェネラリスト・アプローチの実践
への適用

ミクロ・メゾ・マクロ、および各システムの相互作
用について、実例を用いて考察する。

5 ソーシャルワーク実践理論
の実践への適用①

認知・行動理論 認知・行動理論のソーシャルワークへの適用つい
て理解する。

6 ソーシャルワーク実践理論
の実践への適用②

精神分析・人間性心理学 精神分析的アプローチや人間性心理学のソーシャ
ルワークへの適用ついて理解する。

7 ソーシャルワーカーの育成
（実践力の向上と実践環
境）①

大学等教育機関におけるソーシャ
ルワーク教育

参考文献を中心に文献調査より、歴史、組織、カ
リキュラムなどについて調べる。

8 ソーシャルワーカーの育成
（実践力の向上と実践環
境）②

現場における育成・訓練 現場における学びの特徴、OJT、Off-JT、Self‐
Development、研修体制について調べる。

9 ソーシャルワーカーの育成
（実践力の向上と実践環
境）③

スーパービジョン スーパービジョンの定義、種類、機能、プロセス、
技術、倫理、体制について調べる。

10 ソーシャルワーカー育成の
歴史・制度

資格制度、養成教育の歴史 わが国のソーシャルワークの資格制度、養成教育
の現状と歴史を文献から学ぶ。

11 ソーシャルワーカーの実践
力向上①

個人への介入 心理療法・カウンセリングの諸アプローチ・技術
を意識する。

12 ソーシャルワーカーの実践
力向上②

家族への介入 家族療法の視点からシステム論的思考のあり方を
理解する。

13 ソーシャルワーカーの実践
力向上③

組織への介入 社会構成主義の観点から現状を考察する。

課題 1
アドバイス

課題 2
アドバイス
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学修のテーマ 学修内容（・キーワード） 学びのポイント
14 ソーシャルワーカーの実践

力向上④
制度への介入 ミクロ・メゾ・マクロの相互関連性を理解する。

15 ソーシャルワーカーの養
成・育成上の課題

ソーシャルワーク価値を基盤にした
養成教育

ソーシャルワークサービスの質とソーシャルワー
カーの実践力の向上との関連を理解し、ソーシャル
ワークが目指す価値の実現に基づき批判的に考察
する。

■スクーリング �
（ 1 ）スクーリング事前課題（学修時間目安：35時間以上）

･「在宅学修15のポイント」を包括的に学修し、それぞれまとめる。特に ２ の「ソーシャルワークの全体像の理解：
価値と倫理」について、自身で調べたことを1,600字程度にまとめる。（対面の演習の 1 週間前までに提出。）

（ 2 ）スクーリング授業計画 �

授業の内容 授業の方法
1 ソーシャルワーク実践理論の全体像の把握と確認について、講義する。受講生は、ソーシャ

ルワーク実践理論の把握と確認を理解し、確認テストに解答する。
オンデマンド

2 ソーシャルワーク実践理論の歴史的変遷について、講義する。受講生は、ソーシャルワーク
実践理論の歴史的変遷を理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

3 ソーシャルワークの実践理論①
自我心理学のソーシャルワークへの適用を中心とした心理社会的アプローチについて、講義
する。受講生は、心理社会的アプローチを理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

4 ソーシャルワークの実践理論②
ソーシャルワークの機能的アプローチの実践への適用について、講義する。受講生は、機能
的アプローチを理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

5 ソーシャルワークの実践理論③
ソーシャルワークの問題解決アプローチの実践への適用について、講義する。受講生は、問
題解決アプローチを理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

6 ソーシャルワークの実践理論④
家族療法とソーシャルワークについて、講義する。受講生は、家族療法による家族システム
理論を理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

7 ソーシャルワークの実践理論⑤
認知療法とソーシャルワークについて、講義する。受講生は認知理論のソーシャルワーク実
践について理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

8 ソーシャルワークの実践理論⑥
行動療法とソーシャルワークについて、講義する。受講生は行動理論のソーシャルワーク実
践について理解し、確認テストに解答する。

オンデマンド

9 ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、課題中心アプローチによ
る実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を深め、実践への活
用を図る。

対面の演習

10 ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、生態学的アプローチによ
る実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を深め、実践への活
用を図る。

対面の演習

11 ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、ジェネラリスト・アプロー
チによる実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を深め、実践
への活用を図る。

対面の演習

12 ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、ケアマネジメントによる
実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を深め、実践への活用
を図る。

対面の演習

13 ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、ソーシャル・サポート・
ネットワークによる実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を
深め、実践への活用を図る。

対面の演習
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授業の内容 授業の方法
14 ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、エンパワメント・アプロー

チによる実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を深め、実践
への活用を図る。

対面の演習

15 まとめ　ソーシャルワーク実践理論の今後の展開について検討する。特に、構成主義・ナラ
ティブによる実践に照らし検討する。受講生は、グループ討議を行いながら、理解を深め、
実践への活用を図る。

対面の演習

（ 3 ）スクーリング事後課題（学修時間目安：30時間以上） �
「レポート課題」の課題 2 について、「アドバイス」の課題 2 を参考にして、4,000字程度にまとめること（受講し

た年度の 1 月までに提出。当年度の締切日を確認すること）。

■評価の方法・基準 �
・課題 1 レポート（15％）、課題 2 レポート（20％）
・スクーリング（事前課題15％、全スクーリング50％）
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